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組
織
神
学  

第
一
巻

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
／
佐
々
木
勝
彦
訳

�

◆
Ａ
5
判
・
６
７
６
頁
・
本
体
９
０
０
０
円

パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
主
著
、
待
望
の
邦
訳
い
よ
い
よ
始
ま
る

モ
ル
ト
マ
ン
と
共
に
バ
ル
ト
後
の
神
学
界
を
主
導
し
た
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
。

そ
の
主
著
『
組
織
神
学
』
全
三
巻
（
一
九
八
八
―
九
三
年
）
は
長
ら
く
邦
訳
が
待
た

れ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
つ
い
に
刊
行
開
始
。
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
要
求
を
保
持
し

つ
つ
、
歴
史
的
省
察
と
体
系
的
省
察
と
を
絶
え
ず
結
合
し
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
批

判
的
・
方
法
的
意
識
に
貫
か
れ
た
叙
述
。
第
一
巻
で
は
組
織
神
学
の
本
質
、
キ
リ

ス
ト
教
の
真
理
性
の
意
味
、
そ
し
て
神
論
を
徹
底
的
に
論
ず
る
。

　
【
目
次
よ
り
】　

第
1
章
　
組
織
神
学
の
主
題
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の

教
理
の
真
理

第
2
章
　
神
思
想
と
そ
の
真
理
に
つ
い
て
の
問
い

第
3
章
　
諸
宗
教
の
経
験
に
お
け
る
神
と
神
々
の
現
実

第
4
章
　
神
の
啓
示

第
5
章
　
三
一
論
的
神

第
6
章
　
神
的
本
質
の
一
体
性
と
そ
の
諸
属
性

Ｗ．パネンベルク　1928年、シュ
テッティンで生まれた。非宗教的な
家庭に育つ。第二次大戦に従軍、イ
ギリスで捕虜生活を送る。ハイデル
ベルク大学でエトムント・シュリン
クに師事し、ドゥンス・スコトゥス
の研究で学位を取得。ヴッパーター
ル、マインツ、ミュンヘンの各大学
で組織神学を講じた。2014年逝去。



話題の新刊から

忽ち重版！
夜と霧の明け渡る日に
未発表書簡、草稿、講演� ◆四六判・本体 2400 円

ヴィクトール・フランクル／赤坂桃子訳
強制収容所からの解放と帰郷という、フランクルの人生において最も
重要な時期の伝記的な事実と、当時の中心思想の一端を、未公開書簡
と文書を用いて再構成する。名著『夜と霧』誕生の背後にあった個人史と時代史の二つの
文脈が、初めて明確に交差する。編者は、膨大なフランクル文献に最も詳しい、ウィー
ンのヴィクトール・フランクル研究所所長アレクサンダー・バティアーニ博士。

ヒップホップ・
レザレクション
山下壮起（阿倍野教会牧師）� ◆ A5 変型判・本体 3200 円

ヒップホップはなぜ繰り返し神や十字架を歌うのか。アフリカ系ア
メリカ人の宗教史を背景にラッパーたちの歌詞を聴き、その深い宗
教性を浮かび上がらせた、気鋭の神学者による注目作。

　ラップ・
ミュージックと
　　キリスト教

● 7 月刊行

● 6 月刊行

11 月教皇来日決定！
橋をつくるために
現代世界の諸問題をめぐる対話� ◆四六判・本体 2600 円

教皇フランシスコ、ドミニック・ヴォルトン／戸口民也訳
戦争、貧困、環境破壊、難民、文化的アイデンティティと伝統、異な
る者同士のコミュニケーション、そして教会のあり方等々のテーマを

めぐり、フランスの著名な社会学者が 1年間 12 回にわたって教皇に行ったロングインタ
ビュー。しかしここには、単なるインタビューに留まらぬ、真に対話の名に値する言葉
のやり取りがあり、読む者はたちまち引き込まれるであろう。教皇を知る絶好の書。

● 4 月刊行



10 月以降の出版予定から

● 8 月に出た本と雑誌

バ
ル
ト
神
学
と
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会

危
機
と
再
建
の
時
代
の
神
学
者
た
ち�

【
大
森
講
座
33
】

石
原
知
弘
著　
バ
ル
ト
神
学
が
20

世
紀
の
教
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
の

一
つ
の
稀
有
な
事
例
と
し
て
、
そ
の

歴
史
的
経
緯
と
神
学
的
・
教
会
的
意

味
を
考
察
。
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会

の
神
学
小
史
と
し
て
も
貴
重
な
情
報
。

�

◆
四
六
判
・
本
体
１
１
０
０
円

ゴ
ス
ペ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

宮
平
望
著�

君
に
贈
る
5
つ
の
話

ド
レ
ミ
の
謎
、
三
位
一
体
の
数
学
、
第
一
次

大
戦
の
休
戦
秘
話
、
名
詩
「
足
跡
」の
福

音
、「
グ
ッ
ド
バ
イ
」の
神
学
的
起
源
な
ど

な
ど
、
ハッ
と
さ
せ
ら
れ
る
発
見
に
富
む
。

牧
師
た
ち
の
説
教
の
ヒ
ン
ト
も
満
載
。

�

◆
Ｂ
６
判
・
本
体
１
２
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

9
月
号
　
沖
縄
と
い
う
問
い
か
け

寄
稿
者
：
森
啓
輔
、
土
井
智
義
、
大
畑
凜
、
成
定
洋
子
、
村
上
陽
子
／

白
石
嘉
治
、
藤
原
佐
和
子
／
土
井
健
司
、
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ
ン
、

町
田
康
、
石
井
光
太
、
内
田
樹
、
辻
学
、
長
谷
川
修
一
、
松

本
あ
ず
さ
、
山
口
政
隆
、
佐
藤
優

在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編

未
完
の
独
立
宣
言
　

2
・
8
朝
鮮
独
立
宣
言
か
ら
１
０
０
年

「
2
・
8
独
立
宣
言
」
が
東
京
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
発
せ
ら
れ
、
3
・
1
独
立
運
動
の
導

火
線
と
な
っ
て
か
ら
今
年
が
１
０
０
年
。
こ
の
宣
言
の
歴
史
的
意
義
や
キ
リ
ス
ト
教
と
の

関
係
、
ま
た
日
韓
の
市
民
た
ち
が
今
後
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
多
く

の
論
者
が
多
面
的
に
考
究
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ァ
ノ
ー
著
／
東
方
敬
信
・
田
上
雅
徳
訳

神
学
的
・
政
治
的
想
像
力
［
仮
題
］

国
家
・
市
民
社
会
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
を
支
配
す
る
規
律
化
さ
れ
た
想
像
力
を

剔
抉
し
、
も
う
一つ
の
想
像
力
を
キ
リ
ス
ト
教
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
回
復
し
よ
う
と
す
る

試
み
。
現
代
世
界
を
席
巻
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
キ
リ
ス
ト
教
は
い
か
に
対
抗
す

る
の
か
。
そ
の
可
能
性
を
探
る
新
た
な
政
治
神
学
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

佐
竹
明
著

第
二
コ
リ
ン
ト
書 

10
―
13
章

２
０
１
７
年
に
刊
行
さ
れ
た
8
章
―
9
章
に
続
く
待
望
の
続
刊
。
世
界
最
高
水
準
の

歴
史
的
・
批
判
的
注
解
。【
現
代
新
約
注
解
全
書
】�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
９
０
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

10

【
報
告
】
も
う
一
つ
の
宗
教
改
革
発
見
の
旅�

…
…
菊
地
純
子

【
好
評
連
載
】

◆
教
父
学
入
門 

2�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
井
健
司

◆
バ
ビ
ロ
ン
の
路
上
で 

7�

…
…
…
…
…
…
マ
ニュエ
ル
・
ヤ
ン

◆
神
の
酒 

7�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
新
約
釈
義　

テ
ト
ス
書 

7�

…
…
…
…
…
…
辻　
　

学

◆
福
音
書
記
者
た
ち
の
饗
宴 

10�

…
…
…
…
松
本
あ
ず
さ

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界 

10�

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
私
は
ロ
ッ
ク
が
わ
か
ら
な
い 

13�

…
…
…
…
山
口
政
隆

◆
福
音
の
地
下
水
脈 

23�

…
…
…
…
…
…
…
…
町 

田 

康

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

54�

…
…
…
…
…
内 

田 

樹

◆
こ
と
ば
の
履
歴
書 

67�

…
…
…
…
…
佐 

藤 

優

言
説
の
布
置
を
見
る
―
―
歴
史
修
正
主
義
と
あ
い
ち

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
事
件
を
め
ぐ
っ
て�

　
　
　
　
　 

倉
橋
耕
平

「
慰
安
婦
」
を
忘
却
さ
せ
る
植
民
地
主
義
と
ポ
ス
ト

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
―
―
『
帝
国
の
慰
安
婦
』、ス
ピ
ヴ
ァ
ク
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

菊
地
夏
野

日
本
と
、
絶
望
と
、
私
と
、
韓
国�

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
尾
有
起

わ
た
し
は
あ
の
中な
か
ぐ
ろ黒

に
い
る
の
だ
と
思
う�

　
　

金
村
詩
恩

未
完
の
2
・
8 

独
立
宣
言
―
―
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
き
く
100
年
目
の
問
い�

　
　
　
　
　
　
　
　 

取
材
＝
編
集
部

●
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
山
下
壮
起
さ
ん
の
『
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
レ
ザ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
ラ
ッ

プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
キ
リ
ス
ト
教
』
が
各
メ

デ
ィ
ア
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
う
れ
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
販
路
も
小
社
の
ほ
か
の
書

籍
と
は
す
こ
し
異
な
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
も
お
取
り
扱
い
い
た
だ
い
て
お
り
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
好
き
と
し
て
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
か

た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
な
か
、
あ
る
Ｃ

Ｄ
シ
ョ
ッ
プ
の
店
主
さ
ん
か
ら
い
わ
れ
た
こ
と

ば
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。「
こ
う
い
う
本

は
、
い
わ
ゆ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
種
と
し

て
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
と
ら
え
て
い
る
層
に
は
受

け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
だ
い
じ
な
の

は
そ
こ
で
は
な
く
て
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
が
ほ
ん

と
う
に
好
き
だ
と
い
う
ス
ト
リ
ー
ト
の
ひ
と
た

ち
に
届
け
る
こ
と
だ
」
と
。
私
事
化
し
た
教
会

の
外
、
ス
ト
リ
ー
ト
で
育
ま
れ
る
信
仰
を
活
写

し
た
同
書
に
は
、
な
る
ほ
ど
ス
ト
リ
ー
ト
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

は
ず
。
あ
と
は
発
信
の
し
か
た
の
問
題
で
す
が
、

わ
た
し
ひ
と
り
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
面
で
も
体
力
面

で
も
限
界
が
あ
り
、
苦
戦
す
る
日
々
で
す
。
と

は
い
え
、
そ
の
こ
と
ば
が
核
心
を
つ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
え
ま
せ
ん
。
ス
ト
リ
ー
ト
で

語
ら
れ
る
福
音
を
本
に
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が

届
く
射
程
を
逆
に
狭
め
て
し
ま
っ
て
は
、
本
末

転
倒
な
の
で
す
か
ら
。
じ
ぶ
ん
が
ほ
ん
と
う
に

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
好
き
な
の
か
ど
う
か
、
そ
れ

を
自
問
自
答
す
る
つ
も
り
で
、
も
う
す
こ
し
苦

闘
し
つ
づ
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
堀
）

●
雨
宮
栄
一
先
生
が
八
月
二
六
日
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
ご
病
気
と
聞
い
て
六
月
に
お
見
舞
い

に
伺
っ
た
と
き
は
思
い
の
ほ
か
お
顔
の
色
が
良

く
、
横
に
な
っ
た
ま
ま
で
は
あ
り
ま
し
た
が
楽

し
そ
う
に
四
方
山
話
を
な
さ
っ
て
い
て
一
安

心
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
小
社

の
前
社
長
が
退
い
た
後
は
私
が
担
当
を
引
き
継

ぎ
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
一
四
年
ま
で
の
七
年
間

に
、
数
え
て
み
る
と
七
冊
も
の
刊
行
作
業
に
伴

走
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
若

き
植
村
正
久
』『
戦
う
植
村
正
久
』『
牧
師
植
村

正
久
』
の
植
村
評
伝
三
部
作
、『
評
伝
高
倉
徳

太
郎
』
上
下
巻
、『
評
伝
井
上
良
雄
』『
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
ペ
ー
レ
ル
ス
』。
最

後
の
人
物
は
日
本
で
は
無
名
で
す
が
、
法
律
家

と
い
う
専
門
職
の
立
場
か
ら
ド
イ
ツ
教
会
闘
争

に
参
与
し
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
よ
り
若
く
し
て

ナ
チ
に
処
刑
さ
れ
た
信
徒
で
す
。
歴
史
の
中
に

斃
れ
て
い
っ
た
人
物
に
目
を
と
め
、
丹
念
に
資

料
を
集
め
、
そ
の
生
涯
を
描
く
こ
と
に
精
魂
を

傾
け
た
先
生
で
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
出

版
の
事
業
に
も
関
心
と
理
解
を
持
た
れ
、
株
主

と
し
て
小
社
の
株
主
総
会
に
も
お
い
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
先
生
へ
の
感
謝
の
思
い
は
尽
き
ま

せ
ん
。（
小
林
）

特
集
： 

朝
鮮
半
島
と
日
本
の
あ
い
だ


